
 

 

 

 

 

本校の ICT教育を御紹介いたします。 

 小中学部に GIGA スクール端末が配布され高等部でもスマートスクール端末がいきわたり、本

校でも授業での活用を進めています。ICTの活用は児童・生徒が見て分かりやすく児童・生徒が

主体的に取り組みやすいことがメリットです。また、GIGA スクール端末・スマートスクール端末に

ICT 教材をダウンロードしておくことで、御家庭でも繰り返し授業の復習として活用することがで

きます。第３号の通信は本校の２学期の授業での ICTの活用を御紹介いたします。 

 

 

高等部１年生の数学の授業では、時計の読み方や何分前や何分後を考えるのにスマートスクール端末を活用しました。

時計の読み方では、ヒントを押すと長い針と短い針が指す数字が表示されて時計を読むことができます。また、何分前や何

分後を考える問題では実際に針が移動して時刻が表示されます。生徒は目盛りを数えたり表示されたヒントを見たりしなが

ら主体的に取り組む様子が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部１年生の数学の授業では、２位数の筆算でＧＩＧＡスクール端末を活用しました。１のまとまりと１０のまとまりが足さ

れたり引かれたりするのを見て生徒が答えを考える様子が見られました。筆算の仕組みを視覚されていることで実際のプリ

ントの筆算問題では、スムーズに取り組むことができました。また、大きな数の計算が日常生活でどのように生かせるのか、

アニメーションを見て学びながら筆算に取り組みました。 
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校 長  朝日  滋也 

制作者  ICT リーダー 

時計 １ 

 

 

 

時間を決めて 

iPadなどを使うとき

は御家庭でルールを

決めて使うようにしま

しょう。 

２位数の筆算 ２ 


